
情報収集 

・関係機関 

・観察・生活チェック 

・発達評価・全体像の把握 

 

 

家族より聞き取り 

（これまでの経過と生活状況） 

 

他機関・専門職より 

（助言内容・禁忌） 

・順番が待てない 

・ストレス↑ 

・一人遊び 

・自信無くしている 

・手の操作が不器用 

 

 

形が認識しにくい

ようですね。 

（心理） 

① 個別支援計画を立てる時には、情報収集の後、大まかに子ども（家族）にどんな支援が必要かを考えてみます。 

② 情報収集した中に、多くのヒントがあります。（ヒントが無ければ、さらに、必要な情報を仕入れなければなりません） 

③ リハちゃんの場合は、どんな情報が気になって、問題点をしぼり、大きな目標を考えたのでしょう？ 

④ 大きな目標を達成するためには、具体的にどんな小さな目標が必要だったのでしょう？ 

⑤ 小さな目標を達成するためには、どんな活動が必要と考えたのでしょう？どんな情報がヒントになっているでしょう？ 

 

 

問題点 

例えば・・・ 

Ａ 落ち着かない 

 

Ｂ 他の子に乱暴 

 

Ｃ スプーンが 

  使えない 

●活動までの流れ（リハちゃんの場合） 

 

活動 
Ａに対して 

 →宝探しごっこ。3体のアン

パンマンキャラ人形が見

つかったらご褒美。握手。 

 

Ｂに対して 

 →積み木パズル足→体→頭 

  順番通りに乗せないと 

  全身が作れない 

  完成したら、ハンカチのマ

ントをつける（はさむ）。 

 

Ｃに対して 

 →お風呂での水すくい。 

  スコップで洗面器いっぱ 

いに溜めたら、お酒を飲み

干すマネをする。 

   

目標 

●長期目標 

 ・ゆとりのある生活 

●短期目標 

Ａに対して 

 →じっくり楽しめる遊

びが見つかる 

 

Ｂに対して 

 →順番を守って遊ぶこ

とができる 

 

Ｃに対して 

 →スコップが使える 

 

・よそ見ばかりでじっとしていられ

ない。スプーン練習してても、失

敗すると怒って手づかみになる

んですよ！母親もすぐ、怒っちゃ

います。 

・アンパンマンが好きです。 

・水遊びが好きで止まりません。 

 

資料２ 




